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ＢＣＲＸ２３０＋ＷｉＦｉ ＣＰＵボード 取扱説明書
第２版 ２０２０．１２．２５／２０１８．１０．１１ Ｅ２ ｌｉｔｅ追加

ＲｏＨＳ指令準拠品
有限会社 ビーリバーエレクトロニクス

●ＢＣＲＸ２３０＋ＷｉＦｉ概要
本製品はＢＣＲＸ２３０ＣＰＵボードにＷｉＦｉモジュール ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２ をＳＣＩ接続で追加し、ＷｉＦｉ制御を行え

るようにした基板です。

■ＣＰＵボードの機能、Ｉ／Ｏ等はＢＣＲＸ２３０ ＣＰＵボード 取扱説明書を御参照下さい。

■動作周囲温度 －４０ ～＋８５ ℃

■用途 遠隔データ送受信、スマホ、パソコンから遠隔操作、表示

■出荷時にＣＮ５ Ｐ４０／ＡＮ０００を入力とするＡＤ変換値をＷｉＦｉで送信するサンプルプログラム焼き込み済。３．３Ｖの電圧

を印加するだけで、ＷｉＦｉ受信が体験できます。

■サンプルプログラムは弊社サイトより無償ダウンロードできます。http://beriver.co.jp/RX230_wifi.html

●ボード構成

※本ボードの開発にはルネサスエレクトロニクス社製エミュレータＥ１ または Ｅ２ ｌｉｔｅ

が必要です。
外部クリスタル： 本ボードＣＰＵは背面実装された外部クリスタル１２．５ＭＨｚにより最大５０ＭＨｚで動作可能です。

電源： ３．３Ｖ 単一 １３０ｍＡ(３．３Ｖ／ＣＰＵ ５０ＭＨｚ ＥＳＰ動作 ＴＹＰＥ)。

５Ｖを電源、ＡＤ入力に印加するとＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２、ＣＰＵが壊れますので、ご注意下さい。

Ｅ１デバッカを使用して動作させるとＥ１から３．３Ｖの電源を供給できます。

Ｅ２ ｌｉｔｅ でも３．３Ｖの電源が供給できます。

デバック時など２００ｍＡ以内の総電流であれば他に用意する必要はありません。

デバックコネクタ： Ｅ１ または Ｅ２ ｌｉｔｅ 用デバックコネクタ実装済み。

基板サイズ： ５１×６４×１５（Ｈ）ｍｍ

ＲｏＨＳ指令： 基板、部品、半田付け全ての工程でＲｏＨＳ指令準拠仕様。
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●ＢＣＲＸ２３０ ＣＰＵボードから追加になったコネクタ

【ＣＮ６】 ＳＣＩポート ＲＸ２３０のＴＸＤ１，ＲＸＤ１とＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２のＴＸＤ、ＲＸＤが接続された信号です。シリ

アルアナライザの解析時に接続して下さい。

ピンヘッダ Ｂ４Ｂ－ＥＨ（ＬＦ）（ＳＮ） メーカー ＪＳＴ 実装済み

ハウジング ＥＨＲ－４ ピン ＢＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ メーカー ＪＳＴ ※１

１ Ｐ２６／ＴＸＤ１（ＲＸ２３０）－ ＲＸＤ（ＥＳＰ-ＷＲＯＯＭ-０２）

２ Ｐ３０／ＲＸＤ１（ＲＸ２３０）－ ＴＸＤ（ＥＳＰ-ＷＲＯＯＭ-０２）

３ ＋３．３Ｖ

４ ＧＮＤ

※１ 圧着済ハーネスアッシー Ｌケーブルも発売しております。

●使用上のご注意
環境の悪いところ（ノイズ、油、ほこり、塵、結露、－４０～８５℃以外の環境）での使用はお止め下さい。

●お問い合わせ

ＢＣＲＸ２３０-ＷｉＦｉ ＣＰＵボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス

http://beriver.co.jp/

メール info@beriver.co.jp

〒３５０－１２１３

埼玉県日高市高萩１１４１－

１

ハードウエア、ソフトウエア

設計、製造元

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久山

ふくやま）

〒１０１－００２１

東京都千代田区外神田６－１

２－３ ビックウエストビル

３号館４Ｆ

ＴＥＬ

０３－５８１８－７７５１

ＦＡＸ

０３－５８１８－６６３０

■ＢＣＲＸ２３０-ＷｉＦｉ 外形寸法図
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